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〖教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）〗 

 

【星槎道都大学】 

 

星槎道都大学の学士課程教育では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に

掲げた能力、知識および態度等の育成のため、共通教育科目と専門科目を中心としたカリキュ

ラムを編成・実施し、学生が主体的・能動的に学ぶことができるよう、講義、演習、実習等を

適切に組み合わせた授業を開講します。 

大学共通開設の共通教育科目は、修学基礎教育科目、外国語基礎教育科目、情報・数理基礎

教育科目、サブメジャー科目の科目群で構成し、以下のような科目を開講します。 

 

（CP1）修学基礎教育科目（修学基礎、キャリア支援、健康とスポーツ）[DP1、DP2、DP5]  

① 大学生として求められる「自分で考える、詳しく調べる、自分の意見を表現する」な

ど主体的な学習やアカデミック・スキルなどの基礎力を身に付けさせること、基礎的人

間力の向上を目的として、「修学基礎」を開講します。 

② 社会人として求められる「社会的責任、職業観や職業意識、生涯学び続ける姿勢」な

どを涵養させることを目的として、「キャリア支援」を開講します。 

 ③ 運動・スポーツ文化に親しむ中で健康科学に関する知見を広め、その知識や技能を活

かし、健康で豊かな生活を送るための能力を養うことを目的として、「健康とスポーツ」

を開講します。 

（CP2）外国語基礎教育科目（英語、その他言語）[DP1、DP2、DP5] 

  ① グローバル化が急速に進展する中で、外国語、特に英語によるコミュニケーション能

力が生涯にわたる様々な場面で必要とされることが想定されることから、豊かな英語力・

コミュニケーション能力を養うことを目的として、「英語」を開講します。 

② 「その他言語」では、グローバル化が急速に進展する中で、加速的に高まるグローバ

リゼーションの潮流に対応するため、英語以外の語学を駆使して、より多様な環境で活

躍する能力を養うことを目的として、「その他言語」を開講します。 

（CP3）情報・数理基礎教育科目（情報リテラシー、数理基礎）[DP1、DP2、DP4] 

 ① 数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・Ａ

Ｉを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育成することを目的として、「情報リ

テラシー」を開講します。 

② 日常生活でも必要となる数理基礎を適切に理解し、それを活用する基礎的な能力と問

題解決に向け行動する能力を養うことを目的として、「数理基礎」を開講します。 

（CP4）サブメジャー科目 [DP1、DP2、DP4、DP5] 

  学生が幅広い知識・技能・能力を身に付け、専門分野の知識・技能と統合することができ

るよう、「資格・免許取得講座」、「知識・視野拡大講座」、「受験対策講座」を開講します。 

 

【経営学部経営学科】 

 

経営学部経営学科の学士課程教育は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

に掲げた本学部・学科が設定する能力、知識および態度等の育成のため、学士課程の４年間に

おいて大学共通開設の共通教育科目と本学部・学科が開設する専門科目でカリキュラムを編成

します。 
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本学部・学科の専門科目は、経営学分野の知識・技能およびその活用力を育成することを目

的とし、以下の科目群を開講します。 

 

（CP5）基礎科目 [Ⅰ：DP1、DP3、DP4 Ⅱ：DP2] 

経営学を学ぶ目的および経営学を構成する学問体系の理解と問題解決に取り組むことので

きるコアとなる能力を養うことを目的として「基礎科目Ⅰ」、学問において専門分野の枠を超

えて共通に求められる人間や人間理解に関する基本的な知識と複合的な視点を養うとともに、

人間の本質理解の必然的な展開として社会的、歴史的視点が重要であることから、特定の主

題や現代社会が直面する基本的な諸課題に関する基本的な知識と総合的な判断力を養うこと

を目的として「基礎科目Ⅱ」を開講します。 

（CP6）基幹科目 [DP1、DP3、DP4] 

  学部・学科に共通した経営学の主要領域に関する科目及び学部・学科の特色を反映したス

ポーツマネジメント領域からなる「基幹科目」を開講します。 

（CP7）展開科目 [DP3、DP4、DP5] 

経営・スポーツ・教育系それぞれの専門分野に関する科目として、「展開科目」を開講しま

す。 

(CP8) 専門演習科目 [DP1、DP2、DP3、DP4、DP5] 

経営・スポーツ・教育系など関連分野に関する文献講読や資料収集および事例分析や意見

交換などの能動的な学習を通して、現代社会が抱える諸問題に対して、経営学的な視点の分

析を行い、それらを適用し解決する能力を身に付けるための科目、また、４年間の学修成果

を統合する科目として、「専門演習科目」を開講します。 

(CP9) 自由科目 

教育職員免許状の中学校教諭一種免許状（保健体育）および高等学校教諭一種免許状（商

業・保健体育）を取得するために必要となる科目として、「自由科目」を開講します。 

 

＜カリキュラム概要図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【社会福祉学部社会福祉学科】 

 

社会福祉学部社会福祉学科の学士課程教育は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポ
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リシー）に掲げた本学部・学科が設定する能力、知識および態度等の育成のため、学士課程の

４年間において大学共通開設の共通教育科目と本学部・学科が開設する専門科目でカリキュラ

ムを編成します。 

本学部・学科の専門科目は、社会福祉学分野の知識・技能およびその活用力を育成すること

を目的とし、以下の科目群を開講します。 

 

（CP5）基礎科目 [Ⅰ：DP1、DP3、DP4 Ⅱ：DP2] 

社会福祉学を学ぶ目的および社会福祉学を構成する学問体系の理解と問題解決に取り組む

ことのできるコアとなる能力を養うことを目的として「基礎科目Ⅰ」、学問において専門分野

の枠を超えて共通に求められる人間や人間理解に関する基本的な知識と複合的な視点を養う

とともに、人間の本質理解の必然的な展開として社会的、歴史的視点が重要であることから、

特定の主題や現代社会が直面する基本的な諸課題に関する基本的な知識と総合的な判断力を

養うことを目的として「基礎科目Ⅱ」を開講します。 

（CP6）基幹科目 [DP1、DP3、DP4] 

  学部・学科に共通した社会福祉学の主要領域に関する「基幹科目」を開講します。 

（CP7）展開科目 [DP3、DP4、DP5] 

   社会福祉および関連する精神保健・保育・教育系それぞれの専門分野に関する科目として、

「展開科目」を開講します。 

(CP8) 専門演習科目 [DP1、DP2、DP3、DP4、DP5] 

社会福祉学および精神保健・保育・教育系など関連分野に関する文献講読や資料収集およ

び事例分析や意見交換などの能動的な学習を通して、現代社会が抱える諸問題に対して、社

会福祉学的な視点の分析を行い、それらを適用し解決する能力を身に付けるための科目、ま

た、４年間の学修成果を統合する科目として、「専門演習科目」を開講します。 

(CP9) 自由科目 

教育職員免許状の中学校教諭一種免許状（社会）および高等学校教諭一種免許状（地 

理歴史・公民）を取得するために必要となる科目として、「自由科目」を開講します。 

 

＜カリキュラム概要図＞ 
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【美術学部デザイン学科】 

 

美術学部デザイン学科の学士課程教育は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）に掲げた本学部・学科が設定する能力、知識および態度等の育成のため、学士課程の４年

間において大学共通開設の共通教育科目と本学部・学科が開設する専門科目でカリキュラムを

編成します。 

本学部・学科の専門科目は、デザイン学分野の知識・技能およびその活用力を育成すること

を目的とし、以下の科目群を開講します。 

 

（CP5）基礎科目 [Ⅰ：DP1、DP3、DP4 Ⅱ：DP2] 

デザイン学を学ぶ目的およびデザイン学を構成する学問体系の理解と問題解決に取り組む

ことのできるコアとなる能力を養うことを目的として「基礎科目Ⅰ」、学問において専門分野

の枠を超えて共通に求められる人間や人間理解に関する基本的な知識と複合的な視点を養う

とともに、人間の本質理解の必然的な展開として社会的、歴史的視点が重要であることから、

特定の主題や現代社会が直面する基本的な諸課題に関する基本的な知識と総合的な判断力を

養うことを目的として「基礎科目Ⅱ」を開講します。 

（CP6）基幹科目 [DP1、DP3、DP4] 

   学部・学科に共通したデザイン学・美術学の主要領域に関する「基幹科目」を開講します。 

（CP7）展開科目 [DP3、DP4、DP5] 

  デザイン・アート・イラスト・マンガや教育系それぞれの専門分野に関する科目として、

「展開科目」を開講します。 

(CP8) 専門演習科目 [DP1、DP2、DP3、DP4、DP5] 

デザイン・アート・イラスト・マンガや教育系など関連分野に関する文献講読や資料収集

および事例分析や意見交換などの能動的な学習を通して、現代社会が抱える諸問題に対して、

デザイン学的な視点の分析を行い、それらを適用し解決する能力を身に付けるための科目、

また、４年間の学修成果を統合する科目として、「専門演習科目」を開講します。 

(CP9) 自由科目 

教育職員免許状の中学校教諭一種免許状（美術）および高等学校教諭一種免許状（美術）

を取得するために必要となる科目として、「自由科目」を開講します。 

 

＜カリキュラム概要図＞ 
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【美術学部建築学科】 

 

美術学部建築学科の学士課程教育は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

に掲げた本学部・学科が設定する能力、知識および態度等の育成のため、学士課程の４年間に

おいて大学共通開設の共通教育科目と本学部・学科が開設する専門科目でカリキュラムを編成

します。 

本学部・学科の専門科目は、建築学分野の知識・技能およびその活用力を育成することを目

的とし、以下の科目群を開講します。 

 

（CP5）基礎科目 [Ⅰ：DP1、DP3、DP4 Ⅱ：DP2] 

建築学を学ぶ目的および建築学を構成する学問体系の理解と問題解決に取り組むことので

きるコアとなる能力を養うことを目的として「基礎科目Ⅰ」、学問において専門分野の枠を超

えて共通に求められる人間や人間理解に関する基本的な知識と複合的な視点を養うとともに、

人間の本質理解の必然的な展開として社会的、歴史的視点が重要であることから、特定の主

題や現代社会が直面する基本的な諸課題に関する基本的な知識と総合的な判断力を養うこと

を目的として「基礎科目Ⅱ」を開講します。 

（CP6）基幹科目 [DP1、DP3、DP4] 

  学部・学科に共通した建築学の主要領域に関する「基幹科目」を開講します。 

（CP7）展開科目[DP3、DP4、DP5] 

  建築および関連するデザイン・教育系それぞれの専門分野に関する科目として、「展開科目」

を開講します。 

(CP8) 専門演習科目[DP1、DP2、DP3、DP4、DP5] 

建築・デザイン・教育系など関連分野に関する文献講読や資料収集および事例分析や意見

交換などの能動的な学習を通して、現代社会が抱える諸問題に対して、建築学的な視点の分

析を行い、それらを適用し解決する能力を身に付けるための科目、また、４年間の学修成果

を統合する科目として、「専門演習科目」を開講します。 

(CP9) 自由科目 

教育職員免許状の高等学校教諭一種免許状（工業）を取得するために必要となる科目とし

て、「自由科目」を開講します。 

 

＜カリキュラム概要図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

平成２２年４月１日 制定 

平成２５年５月２７日 一部改訂 

平成３０年４月１日 改訂 

令和２年４月１日 改訂 

令和３年４月 1日 一部改訂 

令和４年４月１日 改訂 

令和６年４月１日 改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


